
評価しても
らいたい点
①あり方
②課題

①
　区で現在行っている骨粗しょう症検診は、腕にエックス線を照射し骨密度を測定するＤＸＡ法を採用している。ＤＸ
Ａ法による測定は、精度が高く骨密度測定の標準ではあるが、エックス線を使用するため、放射線管理区域以外で
の測定は行えず、また、測定者も放射線技師（区職員）に限られる。
　そのため、区では、放射線管理区域があり、放射線技師が常駐する 飾区保健所にて、日時を限定して検査を
実施しているが、受診者は各回の定員を下回っている。
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　現在、 飾区保健所において実施しているＤＸＡ法の測定器は、平成１７年４月から平成２３年３月までリース契約
をしていたが、リース期間終了後、区の備品として継続使用している状況である。今後は、超音波による持ち運び
可能な測定器を導入し、地域に出向き、保健指導や栄養指導も行う出張検診や血管年齢測定器等と合わせた出
張健康講座で活用することで、区民の利便性を向上させるとともに事業内容の充実を図り、受診者の拡大を目指し
たい。
　さらに、区民が気軽に骨密度を測定する機会を増やすことで、自身の骨や骨密度に関心を持っていただき、日常
の生活習慣の改善や健康意識の向上につなげていきたい。

円

概要

【概要】
　骨粗しょう症は、年齢や性別、遺伝、体質の他、食生活や運動不足、喫煙、過度の飲酒等の生活習慣が関係して発症す
るが、発症しても初期症状はない。また、症状が進行し骨がもろくなっている状態で転倒し大腿骨頸部等を骨折すると、長
期入院や歩行障害、寝たきりになる可能性もある。そのため、骨密度を測定し、骨の強度を判定することで、骨粗しょう症
の早期発見・早期治療に繋げる。

【実施内容】
①対象者：区内在住の18歳以上の方
②実施期間：通年（年間15回、各回定員60名。検査日は、前月15日号の「広報かつしか」に掲載し、周知）
③申込方法：電話での予約受付。
④実施場所： 飾区保健所（「健康プラザかつしか」内）
⑤実施方法：エックス線照射により骨密度を測定。併せて、骨粗しょう症の予防方法に関するパンフレットを配布。
⑥受診料：有料（1,120円）
⑦受診結果：１週間以内に検査結果を郵送する。
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実績情報

基本情報

事業の目的
骨粗しょう症を早期発見し、早期治療に結びつける。
日常の生活習慣の改善や健康意識を向上させる。

実績 ――

コスト内訳（決算）

実績の
評価・
分析

　平成25年度までは年間22回実施していたが、定員60名に対し受診者数が平均約30名と少なかったことから、平成26年度から年間15回の
実施に変更した。これに伴い、平成26年度以降の各回平均受診者数は約50名に増加したが、各回ともに定員を下回る状況が続いている。
また、男女ともに、骨密度の低下が懸念され、早めの対策が必要な40代・50代の受診者数は、60代・70代に比べ少ない傾向にある。
　平成25年度以降の要精密者率は全体的に減少しているものの、男性受診者では、女性受診者に比べ高い水準にある。また、受診者の半
数程度が、「要注意」・「要精密」の結果である。
　このことから、広く区民に本検診の実施や骨粗しょう症の早期発見・早期治療の必要性を周知して受診者数の拡大を図るとともに、健康寿
命の延伸を図るため、検診結果に基づき、医療機関の受診や生活習慣の改善を促していく必要がある。
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千円 2,659 2,224

　平成27年度は平成26年度に比べて、受診者数が増加し
たため、単位当たりのコストが低下した。検査申込書は
２年分まとめて印刷しているため、平成27年度は印刷が
なかった。
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　骨密度の基準は？

　　(結果票中央の％で記載してある箇所です。）

　　上段・・・同じ年齢の平均骨密度と比較した値です。

　　　　　　　100%以上の場合は平均以上、

　　　　　　　100％を下回った場合は平均未満です。

　　下段・・・若年成人（20～40歳の平均骨密度）と比較した値です。

　異常なし（グラフ緑色部分）になります 　同年齢の方に比べると骨密度は高い

が、年齢に比べて、骨密度が低く、減少 のですが、要注意（グラフ黄色部分）と

傾向です。骨密度は20～40代をピーク なります。これは若年成人平均値の70％

に加齢とともに減少します。この時期の 以下になっているためです。ご自分の

骨密度を高めるためには、生活習慣を 以前の骨密度と比較し、維持に努める

見直し、骨密度の維持に努めましょう。 とともに、転倒予防などの身の回りの

工夫をしましょう。

　異常なし（グラフ緑色部分）・・・現在は異常がありません。引き続き栄養バランスに気を配り、適度な運動を心がけましょう。

中央の線は、同じ年齢の方の
平均値です。

　　骨密度は一定の容積あたりの骨に含まれるカルシウムや

　上記の値を平均値として用いるのは、成人期の骨量は

70歳以上の方で

　骨密度（カルシウム量）とは？

　マグネシウムなどのミネラル量（骨塩量）のことです。正常

　値の骨密度は20～44歳の平均骨密度を使用しています。

　要精密（グラフ赤色部分）・・・骨密度が低下しています。同封の医療機関名簿を参考に医療機関の受診をお勧めします。

　20～44歳の方で

　このゾーンに＊がある方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体重の負荷のかかるような運動を行い、予防に努めましょう。

このゾーンに＊のある方

但し図の”斜線部分”に＊印のある方は、年齢の平均以上・以下に関わらず、判定が変わりますので、年齢別にご注意ください。

　要注意（グラフ黄色部分）・・・骨密度が低下傾向にあります。骨密度の低下を防ぐために、栄養バランスに気を配り、

＊印があなたの骨密度の値です。

骨密度検診　検査結果の見方

検査結果の見方

　　　（女性０．６４６ｇ/c㎡  男性0.772ｇ/c㎡）

　最も密度が高い傾向にあるためです。

グラフ上の色分けと判定の関係は？（あなたの骨密度　グラフの＊印のある位置と判定結果を参照してください。）

Q＆Ａは裏面にあります

今回の判定結果です。



（検査結果見方は裏面にあります）

　今回の検査方法は？

　 ＤＸＡ（デキサ法）です。エネルギーの低い2種類のエックス線を使って海面骨の骨量を測定しています。この方法で腰椎を測定する

 方法もあります。

　 他にも、ＭＤ法（皮脂骨の骨量を測定・・・エックス線を使って、

 手の骨と厚さの異なるアルミニウム板とを同時に撮影し、

 骨とアルミニウムの濃度を比べることによって、

　測定しています）、

 超音波法（かかとの骨で超音波が骨を通りすぎる速度を

 測定する方法）があります。 ＤＸＡ法（腰椎測定） ＭＤ法 超音波法

　測定方法で結果が違うのは？

　 　いずれの測定部位であれ、その部位ごとの若年成人平均値を基準値として判定しています。ただし人それぞれで生活活動が

　違うため、例えば手を良く使う人であれば、前腕の骨が丈夫になり、その結果他の部位の測定結果より良かったりすること

　があります。

　利き手ではない腕で検査する理由は？

　　腕や指の骨は、利き腕の違いにより使用頻度に差が生じ、骨への負担の程度が異なります。

　負担に応じて骨は強くなったり、弱くなったりして、骨密度測定値に現れるため、骨密度が安定した値の、利き腕ではない腕の

　測定をしています。

　いつごろから骨密度に気をつけたらいいの？

　　理想をいえば、子供のころからです。小学校高学年～中学生時代に骨に含まれるカルシウム量がぐんと増えます。

　この頃にしっかりとカルシウムを摂り、運動をすると、骨が丈夫になります。子供の頃の生活習慣が、将来の骨の健康に大きく

　影響します。大人になってからも、よい生活習慣を維持すれば、加齢による影響を軽減することができます。

　　次に,気をつけたい時期は、女性では女性ホルモンの分泌量が減り始める50歳頃です。閉経後の5年間で急激に骨量が

　減りますが、この時期に骨粗しょう対策をきちんと行なえば、骨量の減少を抑えることができます。

　　ただし、これらの年齢を過ぎた人でも、気づいたときから生活習慣を改善し、骨の健康に意識を向けることで、骨粗しょう症

による骨折を防ぐことができます。

　骨密度を高めるためにどんな運動をすればいいの？

　　骨は刺激を受けることで強く成長する性質をもっています。

　そのため、骨密度を維持していくためにも軽い運動、特にウォーキングは

最適と考えられています。自分の体重が骨細胞に適量の負荷となり、骨密度が

　高くなるからです。逆にハードすぎる運動は骨密度を低下させますので、注意が

　必要です。

　　スイミングなどの水中運動は浮力が働き、膝の悪い方などにはちょうどよい

　運動です。しかし、骨密度の観点では地上の運動と比較して、効果が薄くなります。

骨密度検診　Q＆Ａ



日にち 申し込み者数（人） 受診者数(人） 日にち 申し込み者数（人） 受診者数(人） 日にち 申し込み者数（人） 受診者数(人） 日にち 申し込み者数（人） 受診者数(人）

4月2日 46 41 4月3日 79 68 4月7日 57 53 4月7日 48 40

4月25日 25 22 5月8日 58 57 5月19日 60 54 4月19日 51 43

5月7日 34 30 6月3日 58 56 6月4日 60 55 5月12日 51 50

5月23日 27 25 7月1日 59 56 6月16日 60 55 5月26日 32 30

6月4日 35 35 8月7日 60 54 7月7日 60 57 6月7日 57 56

6月27日 24 22 9月2日 60 56 8月13日 59 56 6月23日

7月2日 32 31 10月2日 60 51 8月18日 56 49 7月14日

7月25日 20 16 11月4日 60 53 9月8日 50 43 8月18日

8月6日 28 24 12月2日 58 57 10月6日 56 55 9月6日

8月22日 16 14 1月8日 59 55 10月15日 43 41 10月6日

9月3日 25 21 2月5日 48 45 11月12日 52 50 11月15日

9月26日 42 34 3月17日 58 54 12月1日 26 23 12月15日

10月1日 25 22 1月21日 52 47 1月17日

10月24日 43 30 2月16日 50 48 2月21日

11月5日 41 38 3月15日 46 45 3月9日

11月28日 46 43

12月3日 56 51

1月23日 36 30

2月4日 30 24

2月27日 22 19

3月4日 45 43

3月20日 35 27

合計 733 642 合計 717 662 合計 787 731 合計 239 219

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

骨粗しょう症検診 集計表(Ｈ25年度～Ｈ28年度 受診者数）
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骨密度検査方法比較 

ＤＸＡ法（エックス線） ＱＵＳ法（超音波） 

測定部位 ・前腕 

・脊椎骨 

・踵骨 

原理 二重エックス線法･･･2 種の異なるエネルギー

のエックス線を照射し、骨と軟部組織の吸収

差により骨密度を測定する。 

超音波･･･骨の中を通過する際の速度である超音波伝

達速度（speed of sound:SOS:骨密度）とその際に超音

波が減衰する程度を示す超音波減衰率（BUA:骨の硬

度や骨梁の三次元構造を反映）を測定し、両者から

総合的な指標を算出する。 

長所 ・精度よく、迅速に測定できる。 

・骨密度測定の標準であり、診断・経過観察

に使用。 

・装置が安価・小型軽量・移動可能 

・測定時間 短い 1 分程度。 

・X線被爆がなく、設置場所 

・被検者の制限がない。 

短所 ・専用の測定装置が必要。 

・脊椎専用測定装置の場合は装置が大型で高

額であるまた背骨が押し潰されて変形があ

る場合は対象外。    

骨密度そのものを測っていないので、レントゲンに

よる診断基準が使えない。最も知りたい背骨や足の

付け根の骨密度評価とずれる。 

精度 高い。 スクリーニング検査には適している。（精度は重視し

ていない。） 

その他 前腕骨測定タイプは、使いやすく、測定時間

も短く、放射線被爆も少ない。 

測定に際しての留意点 

ゼリーの塗布・拭き取り・素足になるための更衣時

間（特に冬場） 
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